
エコライフの達人への道

環境にやさしい社会をつくろう

環境にやさしい社会をめざして8
家庭や学校でできるくふう

　環境のことを心がけて生活することを「エコライフ」といいます。それは、ごみや二酸化炭素をへらしたり、空気や水や木
などの自然を守ったりすることです。そのために、わたしたちが、家庭や学校での毎日の生活の中で、電気や水道など、むだ
なく使うように心がけることが大切です。まずできることから始めてみましょう。
　そして、家族や友達、先生と一緒に考えたり協力したりして、エコライフのわざをふやしていきましょう。

未来をつくる循環型の社会

エコライフの達人になろう

エコマーク
環境を考えて作られた
商品についています。

再生紙使用マーク
古紙が使われている割
合が表されています。

省エネ商品マーク
どのくらい省エネになる
かを表します。

国際エネルギースターマーク
パソコンなどの省エネル
ギー基準のマークです。

グリーンマーク
環境に配慮した商品に
ついています。

電気 ガス・水道

ごみ 環境を考えた活動
必要がなくても買う
すぐに買いかえる
使いすて商品を買う

資源やエネルギーを

空気や水が
よごれる

地球温暖化

酸性雨

オゾン層が
こわれる

ダイオキシン
問題

資源が
なくなる

化石燃料をどんどん使う

未来を作る循環型の社会

自然エネルギーを利用する

ごみを
出さない

適量を
買う・使う

適度に
つくる

循環する社会

がたかんじゅん

じんたつ

そたんかさんに

さいこくしせいさい

じゅんき

わり

あい

はい りょ

おんだんか

か せきねんりょう

てき ど

てきりょう

うせいさん

そう

環境を考えて作られたもののマーク

み
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り
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地球をこわし続ける社会

ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）
ぞく か のう かい はつ もく ひょうじエス ディー ジー ズ

資料：「国連広報センター」
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　今、地球はないています。わたしたちがくらす便利で住みやすい社会は、一方で自然の力でなおすことが
できないほどのいたみを地球にあたえています。未来の環境をこれ以上悪くしないために、わたしたちは何
をすればよいか、考えてみましょう。

べん り

み らい かん いきょう じょう

し ぜん

　今までの社会は、たくさんの資源やエネルギーを使って、たくさんの物を作り、いろいろなところで使い、そして、
どんどんすててきました。その結果、自然はへり、ごみがふえ、空気や水、土をよごすばかりで、地球の環境に悪い
えいきょうをあたえてきました。
　未来をつくる循環型の社会とは、自然の生態系のような社会です。生態系は、生き物がそれぞれの役割をもち、む
だなものを出さない循環している世界です。わたしたちの社会も、かぎりある資源を大切にし、有害物質を出さないエ
ネルギーを利用して、長く使える物を作り、大切に使い、使いおわったら再利用や再生していくというような、有害物
質やごみを出さない、資源やエネルギーが上手に循環する社会にしていくことが地球の未来をつくるのです。

けっ

せい たい けい やく

り よう

つづ

さい り よう さい せい

わり

か

つぎつぎ新しい物を
つくる
使いすて商品をつくる

古くなればすてる

修理をしないですてる
しゅうり どんどん

すてる
ごみをだす

たくさん
買う・使う

たくさん
つくる

長く使える物、何度でも使
える物をつくる
リサイクルした材料を使って
つくる

ざいりょう

もう一度使える物（リ
ユース）や材料として利
用できる物（リサイクル）
はしっかり分別する

ぶんべつ

使いすて商品は買わない
物を大切に使う
（こわれても直して使う）

　人間活動が原因となっておこる様々な問題に各国が協力して取り組
むため、世界共通の17の目標「SDGs（持続可能な開発目標）」が定め
られました。これは、地球に住み続けるために、より良い世界をつくっ
ていくことを目標にしたものです。
　環境問題だけでなく、貧困や人口問題などの経済・社会の問題と
一緒に解決すべき課題がふくまれており、地球きぼで協力して取り組ん
でいく必要があります。

げん いん かっ こく きょう

つう もく

ひん

いっ しょ かい けつ

こん けい ざい

きょう ひょう

りょく

　地球の環境を守るためにみんなができることがあります。それは、とても大変なことのように思われますが、
実は簡単なことです。一人ひとりが自分の生活を見直し、省エネや、ごみをへらすくふうをすることです。
環境にやさしいくらしをするには、どんなことをすればよいのでしょう。

たい へん

かん たん しょう

●テレビは、見たい番組をきめて、つけっ
ぱなしはやめましょう。見ないときは
主電源から切りましょう。

●部屋や、教室、ろうかなどの照明はこ
まめに消しましょう。

●冷蔵庫のむだな開けしめはへらし、
つめこみすぎないようにしましょう。

●ゲームは時間を決めてやるようにし、
電気のむだ使いをへらしましょう。

●おふろは続けて入るようにしましょう。
●手あらいや洗面の時は、水の出しっぱなし
をやめましょう。歯みがきやうがいはコッ
プを使いましょう。

●おふろのお湯は、入れすぎないように
注意しましょう。

●雨水の利用、節水コマや手元で操作する
シャワーなど、道具を上手に取り入れ
ましょう。

●ごみはせきにんを持って分別して出し
ましょう。

●食べ残しをしないようにしましょう。
●使いすてをへらし、つめかえのできる
ものや、くり返して使えるものを買う
ようにしましょう。

●ペットボトルや牛乳パックはお店の
回収箱や市の収集などに出しましょう。

のこ

ぎゅうにゅう

かいしゅう しゅうしゅうばこ

めん

せっ すい そう さ

せん

げんでんしゅ

めいしょう

こぞうれい

●エコマークやグリーンマーク商品、省エネ
商品などを買いましょう。

●校内や地域の美化活動に参加しましょう。
●環境の学習会やニュースなどに関心を持っ
て、みんなで話し合いましょう。

●自然を大切にし、草木や花をむやみ
にとったり、きずつけたりしないよう
にしましょう。

いきち か

かん しん

さん

　わたしたちは、環境をよごしてきた今までの社会を見直し、ごみや有害物質が出ない、むだなく資源や
エネルギーが循環する社会をつくっていかなければなりません。環境に悪い社会、良い社会について考え
てみましょう。

しつ し げんぶっがいゆう

じゅん かん



雨水

雨水

雨水を貯めておき、庭や畑にま
いたり、家のトイレで使うことで
水を節約します。（P22参照）

地球にやさしい家　エコハウス 環境を考慮した学校施設　エコスクール

太陽の光や、熱をたくさん家の中
に取り込みます。

木のいけがき

せつ やく

電気自動車に貯めた電気を家で
使える設備で、災害などで停電し
てしまったときに使ったり、太陽
光発電の電気を貯めて夜に使うこ
ともできます。（P32参照）

びせつ さい

た

がい てい でん

家庭から出る生ごみを、肥料に
して利用することができます。

コンポスト
りょうひ

屋根や屋上に植物を置くことで、
夏の暑さや冬の寒さをやわらげ
ることができます。

屋上緑化
お

Ｖ２Ｈ（ビークルトゥホーム）

　エコスクールとは、雨水や太陽のエネルギーを利用する、環境にやさしい学校のことです。三島市にはエコスクール
として建てられた小学校が何校かあります。そのうちの一つ、北小学校にある環境にやさしい設備をしょうかいします。

こう りょ

大きなまどやサンルーフ

雨水の利用

ガスで電気を作り、校舎
の照明に使うほか、廃熱
を利用して湯をわかし、
給食の調理や食器をあ
らうのに使っています。

太陽光発電と風力発電
で電気を作り、蓄電池に
貯めて、夜間の防犯灯
の照明に利用しています。

照明に使う電気をへらす
ために、一部のろうかや
教室では、天井に近いか
べにまどを作って、自然
の光を取り入れています。

環
境
へ
の
取
り
組
み
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　エコハウスとは、その地域の気候、地形、自然環境、土地の条件や住む人のライフスタイルに合わせて、自然エネ
ルギーを最大限に利用し、地域の材料を使うなど、環境に配慮した方法で建てられた家のことです。建物だけでなく、
草木を植えて日よけにしたり、ゴミを出さないように心がけたりするなど、住む人の行動も大切です。

ち

さい だい げん り よう ざい はい ほう ほう たりょりょう

いき き こう し ぜん かん けんきょう じょう

太陽光発電で電気を作ります。
作った電気は蓄電池などにた
めることができます。また、太
陽熱利用でお湯を作ったり、
部屋をあたためたりします。

太陽光発電・太陽熱利用
ねつようたい

小さな風車で電気を作ります。

小型風車
こ がた

雨水貯留そう
ちょ りゅう

ちく でん ち

かべなどに断熱材を使うこと
で、室温が外気温から受け
るえいきょうを小さくします。

ざいねつだん

高気密・高断熱
みつきこう こう だん ねつ

騒音を小さくしたり、強い風に
よるひがいを小さくできます。

そう おん

間伐材の利用
かん ばつ ざい

自然採光
し ぜん さい こう

森を守るために
切った間伐材を教
室やろうかのかべ
に使っています。

太陽光発電用のパネルが校舎の屋根に
あります。北小学校では太陽光発電を
利用することで、１年間で石油の消費量
をおよそ2,270リットルへらすことができま
す。作った電気は教室で使っています。

こう

しょう りょうひ

しゃ しょう めい

てんじょう

太陽光発電システム

校舎の屋根にふった雨
を地下の雨水貯留そう
に貯めて、ひょうたん
池の水や花壇の水ま
き、消火用の水として
使っています。

か だん

節水装置
せっ すい そう ち

トイレに自動洗浄装置をつけ
たり、水道を自動水栓にしたり、
節水コマをつけることで、水の
むだづかいをへらしています。

じ どう

じ どう すい せん

せん じょうそう ち

ぼう はん とう きゅうしょく しょっ き

はい ねつ

ハイブリッド照明灯
しょう めい とう

ガスコージェネレーション



　ＩＳＯとは、世界共通の規格や基準などを決める民間の組織、「国際標準化機構」のことです。ネジの
大きさや自動車の部品などの製品規格や、品質や環境を管理するシステムの規格も決められています。
ＩＳＯ14001とは、環境に悪いことはへらし、よいことは進めるように活動する取り組みが、しっかりと
行われるようにきめた、環境の国際ルールです。

ＩＳＯ14001ってなに？

　市内の小中学校では、授業や児童会・生徒会の活動、ＰＴＡや地域の方々と一緒に行う活動など、さまざまな形で
環境に関する活動に取り組んでいます。

小中学校の取り組み

みんなで行う活動や参加できる市の取り組み
　三島市が行っている、環境に関する取り組みの中で、みなさんが参加できるものをしょうかいします。

参加できる市の取り組み

「学校版環境ISO」の取り組み
　学校生活の中で、自分たちの学校のようすに合わせ、児童会・生徒会などを中心に、環境にいい活動を続けている学校を、三
島市が学校版環境ＩＳＯ認定校として認定するものです。
　平成23年度までに、市内の公立小・中学校全21校が認定され、学校ごとに目標を立て環境にやさしい活動に取り
組んでいます。

ぎょうじゅ かいどうじ かいとせい いっ

にしき だ まつ  なみ　 き　 せい  そう なか  ざと いっ  ぱん  どう か　だん

しょ

ばんこうがっ

稲作体験学習・かかし作り（山田小学校）
いな さく たい　けん

せい ひん ひんしつ かん り

き　かくきょう つう き  じゅん みん かん そ しき こうきかじゅんひょうさいこく

チョーク作りのようす 学校版環境ISOの認定式 南小学校環境委員会の取り組み

いわぎにるあ気元「」造創のみなちまいし美るあ格品「
と的目を」りくづなずきとィテニュミコなた新「」りくづ
産財の島三のどな」観景「」史歴「」化文「」緑「」水「、てし

に「花」という癒しの彩りをそえることで、みんなの手
で美しく活気のあるまちづくりをする取り組みです。
学校や家庭でゴーヤやアサガオを育てて応募する

「緑のカーテンコンテスト」、学校や地域で世話をして
いる花壇を対象とした「花壇コンクール」、よせ植えの
つくり方と育て方を楽しく学ぶ「花育講習会」、「ゴミ
拾いツアー」をはじめとしたきれいな街を守っていく
ために行われている美化活動など、参加できる行事が
たくさんあります。

ガーデンシティみしま

かくひん

にん てい こう

つづ

かいしゅうこういくはな

まち

たいしょう

ぼおう

いろどいや

かんけいしれき

てきもく

さんざい

ぞうそう

（箱根山組合）

　箱根西麓・接待茶屋の森
で、木や草花とふれ合う体
験活動や自然素材を使っ
た工作などを通して、森の
役割や大切さを楽しく学
びます。

ざいそ

わりやく

ろくせい たいせっ

こうがっ

森の楽校
　市関係団体の取り組みも紹介します。

　「みんなで築こう快適
環境の町、三島」を合言
葉に、ごみ拾いや出前講
座などの環境活動を行っ
ています。
　活動に一緒に参加して
くれる環境ボランティア
を募集しています。

しゅうぼ

こう

ざ

■給食の牛乳パック回収　　■アルミかんや古紙回収

■地域農作物のさいばい（坂小、山田小など）
■校外美化活動（錦田中：松並木清掃、中郷小：一般道の花壇のなえ定植など）

（環境政策課）

環境ボランティア
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（環境政策課）

水生生物観察会
　夏休みには、親子で水の調査をする「夏休み親子水生
生物観察会」が行われています。

さちょう

かん　さつ

（環境政策課）

環境学習
　市内の小学生が、身近な自然学習などを通して環境
について楽しく学びます。

し  ぜん

さん　　 か

きゅうしょく ぎゅうにゅう かい　しゅう かい しゅう
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　みなさんの学校や地域、また三島市では、環境に関するさまざまな活動をしています。それぞれの取り
組みをしょうかいします。

ち かん かんきょういき

　山田小学校では、地域の方々の指導のもと、山田川自然の里にある棚田で稲作体験をしています。５月に田植
え、９月にかかし作り、10月にいねかりを行い、しゅうかくしたお米は家庭科の授業で食べています。かかしは
楽寿園にてんじと田んぼに設置します。秋には黄金色に実ったいねをナタを使って収穫します。稲作も機械化で
便利になった今、自分の手でお米を育てることは貴重な体験です。

し

らく

べん り き ちょう

じゅ えん せっ ち き かい か

どう たな だ

（　　　　　　　　　　　　　　　　　）みどりと水のまちづくり課、商工観光課
環境政策課


